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能面と能装束
－武家の式楽－

2月11日（木・祝）～3月7日（日）
会期中無休

前
田
育
徳
会
と
本
館
所
蔵
の
能
面
と
能
装
束
を
展
示
す

る
、
毎
年
恒
例
の
特
集
で
す
が
、
今
年
は
「
武
家
の
式

楽
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
武
家
の
式
楽
」
と
は
、
江
戸
時
代
の
武
家
社
会
に
お
い

て
、
能
が
儀
式
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま

な
り
な
が

す
。
今
回
の
特
集
展
示
で
は
、
前
田
斉
広
（
十
二
代
）
と

な
り
や
す

斉
泰
（
十
三
代
）
の
時
代
の
能
に
つ
い
て
、
絵
巻
や
史
料

も
交
え
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
け
て
ご

紹
介
し
ま
す
。
能
面
と
能
装
束
が
用
い
ら
れ
た
時
代
を
、

よ
り
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

『
申
楽
免
廃
論
』

『
申
楽
免
廃
論
』
は
、
斉
泰
が
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

に
著
し
た
も
の
で
す
。
父
・
斉
広
の
下
、
幼
い
頃
よ
り
能

に
親
し
ん
だ
こ
と
、
脚
気
を
患
っ
た
際
、
能
を
舞
う
こ
と

に
よ
っ
て
そ
れ
を
治
癒
さ
せ
た
こ
と
な
ど
、
自
ら
の
能
に

対
す
る
思
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
う

『
能
装
束
の
畳
紙
』

能
装
束
が
納
め
ら
れ
た
当
時
の
畳
紙
に
は
、
様
々
な
情

報
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
番
号
や
装
束
の
種
類
・
模
様
に

加
え
、
裂
の
由
来
、
仕
立
て
ら
れ
た
理
由
が
記
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
畳
紙
か
ら
、
斉
泰
は
、
特
に

近
し
い
人
々
よ
り
裂
を
贈
ら
れ
、
装
束
を
仕
立
て
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
中
で
も
、
斉
広
の
室
で
あ
っ
た
真

龍
院
よ
り
贈
ら
れ
た
裂
は
多
く
、
前
田
家
の
慶
事
に
は
裂

が
贈
ら
れ
、
仕
立
て
ら
れ
た
装
束
を
身
に
付
け
て
舞
い
、

そ
れ
を
披
露
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。

『
弘
化
勧
進
能
絵
巻
』

幕
末
の
こ
の
時
代
、
五
座
の
中
で
も
最
も
勢
い
の
あ
っ

た
の
が
、
宝
生
流
で
す
。
江
戸
時
代
の
最
後
を
飾
る
勧
進

能
が
宝
生
流
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
、
こ
れ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
勧
進
能
の
様
子
は
、
絵
巻
と
し
て

描
か
れ
、
版
本
も
多
く
刷
ら
れ
ま
し
た
。
絵
巻
に
は
、
舞

台
だ
け
で
な
く
、
櫓
が
そ
び
え
る
光
景
か
ら
、
楽
屋
の
慌

し
さ
、
桟
敷
の
賑
わ
い
ま
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

学芸員の眼

と
も
わ
き

し
せ
つ

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
六
月
、
金
沢
市
の
丸
越
ホ
ー
ル
で
、
弘
化
勧
進
能
（
一
八
四
八
）
で
大
夫
を
勤
め
た
十
五
世
宝
生
友
于
（
紫
雪

一
七
九
九
〜
一
八
六
三
）
の
七
十
五
周
忌
を
追
善
す
る
展
覧
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
友
于
は
、
隠
居
後
金
沢
に
居
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
紫
雪
さ
ん
」
と
し
て
金
沢
の
能
役
者
た
ち
に
、
そ
の
没
後
も
長
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

展
覧
会
は
「
能
装
束
と
能
面
」「
弘
化
五
年
勧
進
能
文
献
」「
紫
雪
遺
品
及
文
献
」
な
ど
四
部
門
・
全
百
二
十
三
点
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
時
、
三

つ
の
『
弘
化
勧
進
能
絵
巻
』
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
松
平
伯
爵
家
本
、
安
田
文
庫
本
、
鴻
山
文
庫
本
（
版
本
）
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
描

か
れ
る
内
容
に
細
か
な
違
い
が
あ
り
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

今
回
、
本
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
と
も
異
な
る
前
田
育
徳
会
本
を
紹
介
し
ま
す
。
先
の
三
本
で
描
か
れ
る
舞
台
の
場
面
が
「
鉢
木
」
で
あ
る
の
に

対
し
、
こ
ち
ら
は
「
翁
」
で
す
。「
翁
」
が
描
か
れ
る
『
弘
化
勧
進
能
絵
巻
』
は
珍
し
く
、
今
特
集
の
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

前田育徳会
尊經閣文庫分館
第2展示室

翁 伝三光坊『弘化勧進能絵巻』（前田育徳会蔵）
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第6展示室第5展示室

書家 青山杉雨石川県の工芸
2月11日（木・祝）～3月7日（日）
会期中無休

2月11日（木・祝）～3月7日（日）
会期中無休

昭
和
十
年
代
後
半
の
書
道
界
は
、
文
字
を
形
よ
く
書
く

の
が
書
で
あ
る
と
い
う
、
書
道
界
に
一
般
的
だ
っ
た
認
識

が
、
書
と
は
作
者
の
教
養
や
生
活
か
ら
分
泌
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
時
代
の
象
徴
で
あ
る
、
と
い
う
根
本
的
な

変
化
を
迫
ら
れ
た
時
代
で
し
た
。
清
の
金
石
書
法
に
基
づ

く
、
い
わ
ゆ
る
碑
学
派
と
し
て
の
西
川
寧
の
書
法
は
青
山

杉
雨
に
受
け
継
が
れ
、
や
が
て
そ
れ
は
文
人
趣
味
に
立
ち
、

書
に
対
す
る
歴
史
観
を
踏
ま
え
て
、
力
強
く
古
典
文
字
を

書
く
杉
雨
書
法
に
結
実
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
杉
雨
の
養
母
の
出
生
地
で
あ
る
穴
水

町
の
ご
協
力
を
得
て
、
晩
年
の
作
品
を
中
心
に
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
杉
雨
の
書
の
特
徴
は
感
覚
的
な
表
現

主
義
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
杉
雨
の
感
覚
が
と

ら
え
よ
う
と
し
た
の
は
、
近
代
の
文
化
空
間
の
質
と
い
っ

て
い
い
も
の
で
し
ょ
う
。

そ
こ
に
は
次
第
に
解
体
し
て
い
く
文
人
精
神
を
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
中
に
蘇
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
意
味
で
杉
雨
の
大
字
、
少
字
数
の
ス
タ
イ
ル
を

と
る
古
典
文
字
の
書
は
、
単
に
失
わ
れ
た
文
字
を
再
現
す

る
の
で
は
な
い
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
書
の
本
質
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
現
代
に
お
け
る
書
の
あ
り
よ
う
を
模
索
し
昭
和

の
書
を
構
築
す
る
と
い
う
使
命
を
担
っ
た
も
の
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
川
県
は
、
美
術
工
芸
活
動
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
と
り
わ
け
藩
政
時
代
よ
り
培
わ
れ
て

き
た
工
芸
技
術
は
、
高
い
水
準
を
保
持
し
今
日
ま
で
受
け

継
が
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
確
か
に
一
時

期
、
明
治
維
新
に
お
け
る
幕
藩
体
制
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、

強
力
な
庇
護
者
で
あ
っ
た
前
田
家
を
中
心
と
す
る
武
家
社

会
が
消
滅
し
、
伝
統
の
技
の
存
続
が
危
機
に
瀕
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
、
国
策
と
し
て
う
た
わ

れ
た
殖
産
興
業
政
策
に
の
っ
と
り
、
た
と
え
ば
明
治
五

年
、
金
沢
に
開
拓
所
が
設
置
さ
れ
維
新
で
失
業
し
た
細
工

所
の
職
人
を
救
済
す
る
措
置
が
施
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
そ
の
水
脈
は
多
く
の
志
あ
る
人
々
に
よ
っ

て
保
た
れ
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
期
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
石
川
県
の
工
芸
作

品
を
見
て
い
く
と
、
そ
の
作
風
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
が
反

映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
大
ざ
っ
ぱ
に
見
て
い
け
ば
、

明
治
期
に
特
徴
的
な
超
絶
技
巧
に
よ
る
過
剰
と
も
い
え
る

装
飾
表
現
は
、
輸
出
用
の
東
洋
趣
味
が
顕
著
に
示
さ
れ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か

け
て
は
、
工
芸
職
人
の
間
か
ら
作
家
的
意
識
を
持
つ
人
々

が
現
れ
、
鑑
賞
を
目
的
と
し
た
工
芸
作
品
が
生
み
出
さ
れ

て
い
く
時
期
で
し
た
。
そ
し
て
戦
後
は
、
伝
統
技
術
を
受

け
継
ぎ
活
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
意
匠
表
現
に
取
り
組
む

作
家
や
、
従
来
の
用
途
に
限
定
さ
れ
な
い
、
よ
り
造
形

的
、
革
新
的
な
表
現
を
追
求
す
る
作
家
な
ど
、
多
様
な
創

作
活
動
が
行
わ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
昭
和
六
十
年
に
「
特
別
陳
列

明
治
の
工

芸
」
を
開
催
し
て
以
来
、
そ
れ
ま
で
ま
だ
全
国
的
に
注
目

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
明
治
期
の
工
芸
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
と
と
も
に
、
当
県
の
代
表
的
な
工
芸
作
家
の
作
品

を
積
極
的
に
収
集
・
展
示
し
て
き
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

そ
う
し
て
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び
ご
寄
託
い
た
だ

い
て
い
る
作
品
の
中
か
ら
、
近
現
代
の
当
県
ゆ
か
り
の
優

れ
た
工
芸
作
品
を
一
堂
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

「独嘯」 青山杉雨「金銀象嵌牡丹唐草文蝋燭台」 銅器会社
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企画展示室前田育徳会尊經閣文庫分館

遠き道展大名の嗜み
－伝えたい日本画の今－－茶の湯と文房具－

「
現
代
日
本
画
の
紹
介
」
と
「
視
覚
に
障
害
の
あ
る

方
の
平
面
鑑
賞
の
試
み
」
と
い
う
二
本
の
柱
で
開
催
し

て
き
た
「
遠
き
道
展
」。
会
期
中
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

頂
い
た
出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
最
終

日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
招
き
す
る
講
師
は
、
昨

年
日
本
芸
術
院
会
員
に
就
任
さ
れ
た
土
屋
禮
一
氏
、
そ

し
て
若
く
か
ら
閨
秀
の
呼
び
声
も
高
く
現
代
日
本
画
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
松
生
歩
氏
で
す
。
ど
う
ぞ
お
聴
き
の

が
し
な
く
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

二
月
七
日（
日
）

十
四
時
〜

土
屋
禮
一
氏

松
生

歩
氏

今
年
は
寅
年
で
す
が
、
展
示
室
で
は
「
松
下
飲
虎

図
」、
い
わ
ゆ
る
岸
駒
の
虎
が
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
虎
は
龍
と
対
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
権

力
者
が
好
む
画
題
で
あ
り
、
方
位
の
守
護
で
も
あ
り
ま

す
。
本
図
は
龍
を
水
で
暗
示
し
た
「
龍
虎
図
」
に
、
松

に
二
羽
の
鵲
を
組
み
合
わ
せ
て
長
寿
の
喜
び
を
表
す

「
報
喜
図
」と
し
て
、
寅
年
の
新
年
を
飾
る
に
相
応
し
い

大
幅
の
「
吉
祥

図
」で
す
。

茶
道
具
と
と

も
に
お
楽
し
み

下
さ
い
。 ２

月
前
半
の
展
覧
会

１
月
４
日（
月
）〜
２
月
７
日（
日
）会
期
中
無
休

初
釜
の
季
節
に
合
わ
せ
、
前
田
家
伝
来
の
「
黄
天
目

茶
碗
」
や
「
濡
鷺
釜
」、
こ
の
地
に
縁
が
深
い
高
山
右

近
の
書
状
、
ま
た
本
多
家
伝
来
品
な
ど
の
「
加
賀
藩
関

連
の
伝
来
茶
道
具
」、「
千
叟
宗
室
と
加
賀
―
大
樋
焼
と

寒
雉
の
釜
」、「
初
春
を
寿
ぐ
」
を
柱
に
、
当
館
の
所
蔵

品
・
寄
託
品
の
中
か

ら
五
十
五
点
を
展
示

し
ま
す
。
前
田
育
徳

会
尊
經
閣
文
庫
分
館

の
展
示
作
品
と
合
わ

せ
て
、
茶
の
湯
の
美

を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

近
代
彫
刻
に
お
け
る
モ
デ
リ
ン
グ
（
彫
塑
）
の
仕
事

に
つ
い
て
、
用
い
る
素
材
や
技
法
の
観
点
か
ら
眺
め
る

展
示
で
す
。
モ
デ
リ
ン
グ
の
仕
事
は
、
多
彩
な
技
法
の

展
開
と
多
様
な
素
材
と
の
対
話
、
ま
た
も
の
に
よ
っ
て

は
高
度
な
工
芸
技
法
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
蝋
型
鋳
造
・
ブ
ロ
ン
ズ
・
テ
ラ

コ
ッ
タ
・
石
膏
・
乾
漆
・
Ｆ
Ｒ
Ｐ
な
ど
に
及
ぶ
多
彩
な

モ
デ
リ
ン

グ
の
世
界

を
御
覧
下

さ
い
。

第2展示室第4展示室

モデリングと
素材との対話

茶道美術名品選

「黄天目茶碗」 前田家伝来

「椿樹」 土屋禮一

「縛」（FRP） 坂坦道 作 S.47（1972）

「
松
下
飲
虎
図
」
岸
駒
筆
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第7~9展示室第7展示室

第33回

金城大学短期大学部
美術学科卒業制作展

金沢大学教育学部
美術教室卒業・修了制作展

2月11日（木・祝）～14日（日） 会期中無休2月18日（木）～21日（日） 会期中無休

本
学
美
術
学
科
の
「
卒
展
」
も
三
十
三
回
目
を
迎
え

ま
す
。
日
本
画
、
油
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
メ
デ
ィ
ア
造
形
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
染
色
、
陶
芸
・
オ
ブ
ジ
ェ
、
マ
ン

ガ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
七
コ
ー
ス
の
学
生
及
び
研
究
生

八
十
五
名
の
作
品
約
二
百
点
を
展
示
し
ま
す
。
近
年
は

映
像
に
独
自
の
音
楽
を
つ
け
た
マ
ル
チ
な
表
現
や
、
時

代
を
先
取
り
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
も
見
ら
れ
ま
す
。

若
い
感
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
何
を
学
び

得
た
の
か
、
ご
高
覧
の
上
厳
し
い
ご
批
評
を
戴
け
ま
す

れ
ば
幸
い
で
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先

白
山
市
笠
間
町
一
二
〇
〇

金
城
大
学
短
期
大
学
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六－

二
七
六－

四
四
一
一

絵
画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、
美
術
教
育
の
各

分
野
の
学
部
、
大
学
院
生
に
よ
る
平
成
二
十
一
年
度
卒

業
・
修
了
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
多
様
な

分
野
へ
進
出
を
目
指
す
学
生
達
が
、
自
ら
の
学
生
生
活

の
総
決
算
と
し
て
地
道
に
努
力
を
重
ね
、
且
つ
創
造
的

に
研
究
し
制
作
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。
展
示
点

数
は
数
十
点
、
是
非
ご
高
覧
下
さ
い
。
そ
し
て
忌
憚
の

な
い
ご
批
評
、
ご
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先

金
沢
市
角
間
町

金
沢
大
学
教
育
学
部
美
術
教
室松

浦

昇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六－

二
六
四－

五
五
八
五

本
学
美
術
文
化
学
部
美
術
工
芸
学
科
（
日
本
画
・
洋

画
・
陶
芸
・
漆
芸
）、
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
卒
業
制
作
、

美
術
文
化
専
攻
科
修
了
制
作
、
ま
た
文
化
財
学
科
卒
業

研
究
の
成
果
を
発
表
い
た
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、

忌
憚
の
な
い
ご
批
評
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先

金
沢
市
末
町
一
〇

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六－

二
二
九－

八
七
七
五

担
当
者：

香
林
春
奈

２
月
行
事
予
定

「
遠
き
道
展
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

七
日（
日
）
十
四
時
〜

一
階
企
画
展
示
室

観
覧
料
が
必
要
で
す
。

講
師：

土
屋
禮
一
氏
（
日
展
理
事
、
芸
術
院
会
員
）、
松
生
歩
氏
（
京
都
造
形
大
学
教
授
）

第7~9展示室

第7回

金沢学院大学美術文化学部
卒業研究制作展
2月24日（水）～28日（日） 会期中無休

土
曜
講
座

十
三
時
三
〇
分
〜

本
館
講
義
室

聴
講
無
料

１３
日
（
土
）
「
明
治
の
工
芸

－

絵
画
的
意
匠
の
魅
力－

」

西
田
孝
司
学
芸
専
門
員

２０
日
（
土
）

た
と
う

「
能
装
束
の
畳
紙
に
み
る
加
賀
藩
主
の
能
」

村
上
尚
子
学
芸
主
任

２７
日
（
土
）
「
戦
後
の
絵
画
」

織
田
春
樹
学
芸
主
査

ビ
デ
オ
上
映
会

十
三
時
三
〇
分
〜

本
館
ホ
ー
ル

入
場
無
料

２１
日
（
日
）
「
う
つ
わ
に
託
す

大
西
勲
の
髹
漆
」（
３５
分
）
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平成22年度 友の会会員募集
3月1日（月）から受付開始‼ 来館できない方は郵便振替で
現会員の方で継続をご希望される方も、改めてお申し込み下さい。

一

募
集
定
員

一
、五
〇
〇
名

二

会

費

二
、〇
〇
〇
円

三

受
付
期
間

三
月
一
日
（
月
）
よ
り
開
始
。

募
集
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

四

入
会
手
続
き

次
の
Ａ
、Ｂ
い
ず
れ
か
の
方
法
。

Ａ

直
接
来
館
し
て
の
お
申
込
み

・
会
員
証：

そ
の
場
で
発
行
。

・
場

所：

一
階
ロ
ビ
ー

情
報
・
図
書
コ
ー
ナ
ー

・
申
込
方
法：
会
費（
現
金
）と
下
図
①
の
入
会

申
込
書
に
所
定
事
項
を
記
入

し
て
提
出
。

・
受
付
時
間：

午
前
九
時
三
〇
分
〜
午
後
六
時

（
休
館
日
を
除
く
）

※
展
示
替
え
に
よ
る
三
月
の
休
館
日
は
、

八
日（
月
）・
九
日（
火
）と

二
十
八
日（
日
）〜
三
十
一
日（
水
）。

Ｂ

郵
便
局
か
ら
の
お
申
込
み

・
会
員
証：

三
月
末
か
ら
美
術
館
だ
よ
り
と

共
に
郵
送
。

・
申
込
方
法：

下
図
②
の
払
込
取
扱
票
に
所
定

事
項
を
記
入
し
、
最
寄
り
の
郵

便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
窓
口

に
て
支
払
い
。

払
込
手
数
料（
窓
口
一
二
〇
円
・

Ａ
Ｔ
Ｍ
八
〇
円
）は
申
込
者
負
担
。

・
注
意
事
項：

左
図
①
の
申
込
書
を
郵
送
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

払
込
取
扱
票
の
受
領
証
は
、
会

員
証
が
送
付
さ
れ
る
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
備
え
付
け
の
振
替

用
紙
を
ご
使
用
の
場
合
、
口
座
番
号
・
加
入
者

名
・
通
信
欄
に
左
の
事
項
を
記
入
し
て
支
払
い
。

郵
便
振
替
口
座０

０
７
０
０－

７－

４
６
４
９
０

加
入
者
名

石
川
県
立
美
術
館
友
の
会

通
信
欄
記
入
事
項

年
齢
、
性
別
、
会
員
の
区
別
（
継
続
・
新
規
・

元
）、
職
業
、
継
続
会
員
の
方
は
現
在
の

会
員
番
号

五

そ
の
他

◇
会
員
証
の
有
効
期
限：

平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
〜
二
十
三
年
三
月
末
日

◇
会
員
証
の
対
象：

記
名
者
本
人
の
み

（
ご
家
族
の
方
と
の
連
名
受
付
は
な
し
）。

◇
一
度
納
入
さ
れ
た
会
費
の
返
金
は
不
可
。

◇
会
員
証
紛
失
に
よ
る
再
発
行
は
受
け
付
け
な
い
。

今
回
同
封
し
た
入
会
申
込
用
紙
で
す
。（

参
考
見
本
）

会
員
の
特
典

◎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
何
度
で
も
無
料
で
入

場
可
（
要
会
員
証
・
会
員
本
人
の
み
・

二
十
三
年
三
月
末
ま
で
）

◎
企
画
展
入
場
券
進
呈
（
春
期
・
秋
期
・
冬

季
三
回
の
企
画
展
の
い
ず
れ
か
一
回
に
無

料
で
入
場
可
）

◎
企
画
展
の
開
会
式
ご
招
待

◎
入
館
料
の
割
引
（
要
会
員
証
）

①
同
伴
者
二
名
ま
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
、

企
画
展
観
覧
料
が
団
体
料
金
な
み
に
割
引
。

②
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
石
川
県
七
尾
美

術
館
、
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
、
石
川

県
九
谷
焼
美
術
館
、
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ

ス
美
術
館
、
金
沢
２１
世
紀
美
術
館
の
各
館

主
催
展
覧
会
で
も
同
様
の
扱
い
（
同
伴
者

割
引
な
し
）。

◎
館
主
催
諸
行
事
（
現
地
見
学
・
バ
ス
ツ

ア
ー
・
講
演
会
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

等
）
へ
の
参
加

◎
館
の
最
新
情
報
を
お
伝
え
す
る
『
石
川
県

立
美
術
館
だ
よ
り
（
本
誌
）』（
毎
月
一
日

発
行
）
を
毎
月
郵
送

①来館受付専用

②郵便申込専用（ご使用の場合に
は、必ず郵便局（ゆうちょ銀
行）窓口へお出しください。）
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今年度は白山市で開催‼

二
十
三
回
目
と
な
る
今
年
度
の
移
動
美
術
展
は
、
白
山
市
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
能
登
地
方
を
中
心
に
、
ま
た
加
賀
方
面
で
も
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
白
山
市
で
の
開
催
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
白
山
市
は
、
平
成
十
七

年
二
月
、
旧
の
松
任
市
、
美
川
町
、
鶴
来
町
、
河
内
村
、
吉
野
谷
村
、
鳥
越
村
、

尾
口
村
、
白
峰
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
白
山
麓
か
ら
日
本
海
に
至
る
広
い
面
積

を
占
め
て
い
ま
す
。
会
場
は
、
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク
レ
イ
ン
で
、
同
じ
白
山
市

と
い
っ
て
も
白
山
の
麓
に
住
む
人
達
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
遠
く
、
ま
た
二
月
の

ま
だ
寒
い
時
期
に
あ
た
る
の
で
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
品
作
家
は
、
白
山
市
出
身
の
梶
野
玄
山
（
日
本
画
）、
奥
田
憲
三
（
油
彩
画
）、

オ
ク
ヤ
ナ
オ
ミ
（
ア
ク
リ
ル
画
）、
中
村
秀
雄
（
ア
ク
リ
ル
画
）、
埜
谷
次
郎
（
油

彩
画
）、
山
下
晴
子
（
彫
塑
）、
山
本
力
吉
（
彫
塑
）、
原
峯
水
（
染
織
）、
橋
本
仙

雪
（
木
竹
工
）
と
い
っ
た
作
家
に
加
え
、
石
川
義
（
日
本
画
）、
山
本
知
克
（
日

本
画
）、
鴨
居
玲
（
油
彩
画
）、
高
光
一
也
（
油
彩
画
）、
宮
本
三
郎
（
油
彩
画
）、

松
田
尚
之
（
彫
塑
）、
吉
田
三
郎
（
彫
塑
）、
北
出
不
二
雄
（
陶
磁
）、
寺
井
直
次

（
漆
工
）、
高
橋
介
州
（
金
工
）
な
ど
、
石
川
県
を
代
表
す
る
作
家
の
作
品
、
さ
ら

に
江
戸
時
代
の
歌
川
広
重
・
国
貞
・
国
芳
の
浮
世
絵
版
画
な
ど
、
県
立
美
術
館
が

所
蔵
す
る
優
品
約
五
〇
点
を
一
堂
に
展
示
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

会

場

白
山
市
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク
レ
イ
ン

（
白
山
市
七
原
町
七
七
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六－

二
七
三－

八
七
〇
〇
）

会

期

平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日（
金
）〜

二
十
八
日（
日
）

会
期
中
無
休

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

観
覧
料

一
般
二
〇
〇
円
・
高
校
生
以
下
お
よ
び

障
が
い
者
は
無
料

県
内
の
学
校
に
当
館
所
蔵
品
と
学
芸
員
に
よ
る
授
業

を
出
前
す
る
、
学
校
出
前
講
座
「
ど
こ
で
も
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」。
今
回
は
十
一
月
と
十
二
月
の
開
催
分
の
四
校

を
を
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
猛
威
を
振
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
世
間

を
お
騒
が
せ
し
た
だ
け
で
な
く
、
学
校
現
場
に
は
多
く

の
実
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
訪
れ
た
学
校

で
も
、
十
八
ク
ラ
ス
中
で
学
級
閉
鎖
に
な
ら
な
か
っ
た

ク
ラ
ス
が
一
ク
ラ
ス
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
こ
の
出
前
講
座
に
も

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
学
校
の
先
生
や

我
々
学
芸
員
が
マ
ス
ク
を
し
た
ま
ま
授
業
を
す
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
達
は
皆
元
気
で
、

大
い
に
こ
の「
ど
こ
で
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
堪
能
し
て

く
れ
ま
し
た
。
会
場
に
足
を
踏
み
入
れ
、
実
物
を
目
の

当
た
り
に
し
た
子
ど
も
達
の
瞳
の
輝
き
や
歓
声
は
、
こ

の
事
業
の
可
能
性
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
す
。
作
品

保
護
の
た
め
暖
房
も
し
て
い
な
い
会
場
も
、
寒
さ
を
感

じ
さ
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
熱
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

能
美
市
立
浜
小
学
校

十
一
月
十
七
日（
火
）

六
年
生
四
ク
ラ
ス
に
出
前
授
業
。

白
山
市
立
松
任
中
学
校

十
一
月
二
十
五
日（
水
）

二
年
生
八
ク
ラ
ス
に
出
前
授
業
。

白
山
市
立
松
南
小
学
校

十
二
月
十
一
日（
金
）

四
年
生
三
ク
ラ
ス
に
出
前
授
業
。
全
学
年
が
五
・
六
限

に
鑑
賞
。

羽
咋
市
立
邑
知
中
学
校

十
二
月
十
六
日（
水
）

二
年
生
二
ク
ラ
ス
、
三
年
生
二
ク
ラ
ス
に
出
前
授
業
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト

石川県移動美術展

能美市立浜小学校白山市立松任中学校白山市立松南小学校

移動展会場クレイン外観

羽咋市立邑知中学校



8BIJUTSUKAN DAYORI No.316

作
者
は
、
大
正
八
年
加
賀
市
に
生
ま
れ
、
養
父
・
北
出

塔
次
郎
に
陶
芸
を
学
び
、
昭
和
二
十
五
年
金
沢
美
術
工
芸

専
門
学
校
（
現
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
）
陶
磁
科
を
卒
業

し
ま
し
た
。
同
年
、
日
展
に
初
入
選
、
以
後
、
研
鑽
を
積

ん
で
入
選
・
受
賞
を
重
ね
、
現
代
の
九
谷
陶
芸
界
を
代
表

す
る
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
の
作
風

は
、
九
谷
の
伝
統
に
根
ざ
し
な
が
ら
、
幅
広
く
奥
深
い
陶

技
を
示
す
も
の
で
す
。
現
在
、
日
展
参
与
。
元
・
金
沢
美

術
工
芸
大
学
学
長
。

作
者
は
ペ
ル
シ
ア
風
な
彩
陶
、
陶
彫
な
ど
に
よ
る
立
体

的
な
表
現
な
ど
、
斬
新
な
試
み
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
作
品
は
古
九
谷
、
そ
れ
も
器
面
の
ほ
と
ん
ど
を
、
緑
、

黄
、
紫
な
ど
の
色
で
塗
り
埋
め
る
、
い
わ
ゆ
る
青
手
の
作

風
を
示
し
て
お
り
、
九
谷
上
絵
の
伝
統
的
技
法
を
現
代
的

な
感
覚
で
表
現
し
た
も
の
で
す
。

緑
を
基
調
と
し
、
歯
切
れ
の
良
い
筆
致
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
唐
草
を
空
間
い
っ
ぱ
い
に
描
き
、
三
箇
所
に
配
さ

れ
た
白
く
丸
い
窓
の
上
に
、
三
羽
の
小
禽
を
黄
彩
で
表
現

し
て
い
ま
す
。
唐
草
は
、
器
面
の
口
縁
部
か
ら
内
側
に
向

か
っ
て
、
弧
を
描
き
な
が
ら
そ
の
蔓
を
伸
ば
し
、
律
動
感

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
唐
草
の
周
り
を
黒
呉
須
で

塗
り
つ
ぶ
す
こ
と
で
森
の
深
い
暗
闇
を
思
わ
せ
、
一
方
、

小
禽
の
部
分
に
残
さ
れ
た
素
地
の
白
さ
は
、
木
立
の
隙
間

か
ら
注
ぎ
込
む
太
陽
の
光
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
で
す
。
同

じ
よ
う
に
見
え
る
草
の
葉
も
、
一
枚
一
枚
そ
の
形
が
異
な

り
、
さ
ら
に
小
禽
た
ち
は
、
真
っ
直
ぐ
前
を
向
き
静
か
に

佇
ん
で
い
る
も
の
、
少
し
小
首
を
か
し
げ
た
よ
う
な
仕
草

を
見
せ
る
も
の
、
何
か
の
気
配
を
感
じ
振
り
向
く
も
の
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
姿
態
に
変
化
を
も
た
せ
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
す
。
緑
彩
と
黄
彩
の
古
九
谷
の
伝
統
的
色
彩
表
現
を
駆

使
し
な
が
ら
、
意
匠
は
決
し
て
形
式
的
に
な
ら
ず
、
む
し

ろ
自
由
で
伸
び
や
か
な
作
者
の
感
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る

作
品
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

青手小禽文飾皿 あおてしょうきんもんかざりざら 昭和55年（1980） 口径42.2cm 底径21.4cm 高さ9.2cm 所蔵品紹介204

北出不二雄 きたでふじお 大正8年（1919）～
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第5展示室（近現代工芸）

石川県の工芸

ご利用案内

コレクション展観覧料
一 般 350円（280円）
大学生 280円（220円）
高校生以下 無料
※（ ）内は団体料金

今月の開館時間
午前9:30～午後6:00
カフェ営業時間
午前10:00～午後7:00

第3展示室

三浦 泉展

第2展示室（古美術）

加賀の俳人たち
－軽妙な俳画の世界－

前田育徳会尊經閣文庫分館

書院を飾る�
－絵画と調度－

2月の休館日は8日（月）～10日（水）です

次回の展覧会


